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2023年10月14日 （土） 晴れ 気温16℃、水温19℃
【目的地】蒲生
【参加者】大原 遠藤 木下 吉良 澁谷 松永 村田 (計7名 あいうえお順)
【回収したごみ】 30L袋5袋 45L袋7袋 枯れ木２ｍ1本 材木1ｍ1本

材木50ｃｍ3本 自転車かご１個 リュック（貴重品は無し）１個

秋風のもと綾瀬川の川景色を感じながら

朝、艇庫の門をくぐると、有難いことに、吉良さんと澁谷さんが、カヌー運
搬用の台車の修繕をしている姿が目に入り、日頃のメンテナンスに改めて感
謝しつつ、カヌーに乗り込みます。

今日は8：00の時点で気温が16℃、水温19度で、本格的な秋の到来を、
秋風に感じながらの漕ぎ出しとなりました。



水の透明具合もまずまずで、水の透明具
合を測る透視度は、今年3回目のレベルB
（川に入って遊びやすいレベル）である70
ｃｍを超えた72ｃｍでした。

なお、透視度に関して、2019年データ
と2023年データを、統計学的手法を用
いたt検定で検証してみると、有意な差
（p<0.005）が認められ、数年前より綾瀬
川に清澄さが戻ってきている手ごたえを
感じています。

水の透明具合

綾瀬川の上流と下流はどうなっている
のでしょうか？
綾瀬川の起点は埼玉県桶川市小針、県
内のさいたま市、越谷市、草加市を流れて
いき、終点は東京都葛飾区東四つ木の全
長47kmにも及びます。

約400年前の江戸時代に築かれた備前
堤によって綾瀬川下流の洪水を守り、流
域一帯の穀倉地帯を支えてきた歴史から
始まる動画が「綾瀬川を訪ねる旅」（13分）
というタイトルで、草加パドラーズホーム
ページの動画一覧にアップされています。

綾瀬川の上流と下流

1970年代の高度成長期の水質汚染によ
り、かつて全国ワーストワンだった綾瀬川で
すが、1970年代と比較すると近年、水質は
改善してきています。

埼玉県水環境課のリバサポのホームペー
ジにも「水質状況を表すBOD（生物化学的
酸素要求量）の数値は、最も数値が悪い状
態にあった1971年を100としたとき、
2019年は2.5と劇的な変化を遂げたと記
されています。

全国ワーストワンだった綾瀬川



松並木が綾瀬川に映えるこの季節、10月
22日（日）9：30～16：30に、まつばら綾
瀬川公園などで「草加ふささら祭り」が開催
されます。

“ふささら”とは一面に実った稲穂が風に
吹かれてさらさらと触れ合う情景を表して
いますが、かつての草加の田園風景を心ひ
とつで訪れてみてはいかがでしょうか？

（遠藤記）

水辺に親しむには いい季節になりました


